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CSWの正式な活動が始まる前日、
この日はすべての参加者がPASSを
受け取りました。

日本の代表団とウクライナの代表団で

一緒にCSW７０に参加します！



CSW７０が始まりました！
国連本部の入口にはマンデラさんの

銅像がお迎えしてくれます。



世界中からNGOの女性リーダーたちが集まり、
それぞれの国や地域で向き合っている課題や経験、

そして未来への希望を持ち寄っています。

UN CSW 70 Opening
Ceremony



会場では、さまざまな言語が

飛び交い、多様な文化や背景

を持つ人々が出会い、対話が

生まれています。



ここで交わされる一つ⼀つの出会いと対話が、これからの世界をつくる⼩さな⼀歩になります。

それぞれの活動や思いが重なり合いながら、より良い社

会を目指すための新しいつながりやアイデアが少しずつ

形になっていく場でもあります。



この期間は国連会場の周りでたくさんのパラレルイベントが行われます。

私たちは日系人会館で、ウクライナの女性たちとの平和会議を開催しました。



ICA Japanのメンバーはそれぞれ平和のスピーチを行
いました。ウクライナ団体の代表であるSvitlana氏
は、ロシア・ウクライナ戦争の経緯や、ウクラ

イナの女性たちの物語について紹介してくれました。

また、ポーランドの人道支援活動家で平和大使でもあ

るAngelika Jarosławska氏は、自身が制作した平和の
絵本について話し本を日本の代表団に寄贈しました。



会議の活動はI現地の日系新聞で
掲載されました。

ウクライナの女性は、私達は負け

ない。しかし、世界格好の女性と

の連携団結が重要と語った。

日本からは、日本からできること

を、積極的に行い世界の女性と連携

していく必要があると伝えました。



ウクライナの代表とともに、日本の国連代表本部を訪問しました。

河原公使と対談し、ウクライナの現状と日本の支援の考えなど多くの意見を交換

しました。日本政府と丁寧に互いに顔を合わせ、目を見て言葉を交わし対話をす

ることで、平和への歩みの為の連携が深まることを強く願っています。



NGO CSW NY 70 Forum Reception
NGO CSW の主催の祝賀会が行われました。

祝賀会ではナショナルウエアーを装い、ダンスを踊ります。

NGO CSW の

プレジデントと対話



日本代表団は今年もソーラン節を踊って祝賀会を盛り上げました。みんな

一緒に踊って会場は⼀つになり拍⼿が沸き起こりました。



Youth Voices For Global Justice:

異なる国から来た若

い女性たちが、それ

ぞれの現場での経験

から出発し、「正義」

がそれぞれの社会で

どのような姿をして

いるのかを

スピーカーが

プレゼンテーション

しました。



Ukraine から来た Nina は、戦争下の日常について語りました。

空襲警報、停電、そしてインフラが破壊された環境の中で

も、生徒たちは地下室で授業を続けています。

彼女は⼀つの信念を⽰しました—
—平和は沈黙からではなく、対話から生まれる。
「対話の日」という取り組みを通して、若者が紛争の被害者か

ら、平和を促進する行動者へと変わっていくことを願っています。

また Iran の議論では、講者が童婚の問題は単なる文化的

伝統ではなく、法律と政治体制によって生み出された社

会的な被害であると指摘しました。法律が例外条項を認

めるとき、強制的な童婚は制度の中で正当化されてしま

います。彼女はまた、女性の権利は権力者から与えられ

る恩恵ではなく、本来民主制度の中に存在すべき権利で

あると強調しました。



今、イランの最も若い少女たちは、抑圧的な政権の怒り

と暴力に直面しています。最近、女子校がミサイル攻撃

の標的となり、１６８人の生徒１４人の教師が被害にあ

いました。彼女たちは教室で未来を夢見ていた学生たち

でした。「外国がミサイルを撃ち込むことは助けになり

ません。それは私たちの家を壊し、独裁者に弾圧の口実

を与えるだけです。私たちが求めているのは、私たちの

手で、この体制を終わらせるための連帯です。」「上から

の贈り物」の権利なんていらない。真の平等と尊厳を。

爆弾が女性を解放することはなく、ミサイルが民主主義

を築くこともありません。

女性特有の悲劇：  処刑された女性の多くは、DVや強制結婚に耐えかねて夫を殺害し
た「自衛」の結果であるケースが目立ちます。しかし、法は彼女たちを守らず、逆に

「殺人者」として死刑を執行します。

•「児童婚」という、国が認めた暴力：イランでは、法律で１３歳の少女の結婚が認
められています。家族が認めれば、１０歳未満でも婚姻させられます。

年間５０万〜６０万人もの子供たちが、夢を見る代わりに強制的に結婚させられてい

ます。絶望した少女たちが自ら命を絶つ悲劇が、毎日のように繰り返されています。

こんな事実を信じられますか？「私たちは、かつての王様に戻りたいわけでも、今の

宗教指導者に従いたいわけでもない。ただ、自分の服を自分で選び、自分の人生を自

分で決められる『普通の国』になりたいだけです。」



Justice For Women: Bethは、イランの女性が長期に
わたる政治的抑圧の中で、どの

ように地下運動や社会的抵抗を

通じて徐々にリーダーとなった

かを語りました

Mariamは、シリアの女性政治
活動家が戦争の記憶――命を奪
われた子どもや女性たちについ

て語りました

Svitlanaは、戦火にあるウクラ
イナの幕を開き、メンバーと共

に戦火の下での生命の脆さとた

くましさを示しました

Diingは、南スーダンとウクライ
ナの文脈において、女性が政治

やメディア環境で直面する構造

的な困難を見ました。



それぞれの女性の視点の中で、深い問いが浮かび上がります　　　

女性はどのように抵抗から⾏動へと進むのか？

私たちは、政治における女性の代表数を保障する制度改革を通じて行動で

きます；コミュニティレベルのアドボカシーから国際的な連携に進むこと

もできます；もちろん、女性同⼠が互いに支え、導くこともできます。

しかし、さらに重要なのは、これ

らのストーリーをこの会議室の外

に持ち出し、それらを私たちが思

考し、対話し、行動する出発点に

することです。

「平和は沈黙からではなく、

対話から生まれる」



作品に寄付をして、その寄付がそれぞれの NGO の活動を支える仕組みになっています。ICA
Japan はウクライナのブースをサポートしました。。

Artisan Fair: 



また、日本の大きなアートプロジェクトの手伝いで私たちは「平和」を象徴する絵

を、色々な国の方に描いてもらいそれを合わせると一枚の絵になるプロジェクトの

為に３０々国の方に色を塗ってもらいました





Women Leaders in Peacebuilding: 人道活動家／平和大使のア
ンジェリカ・ヤロスワフス

カ＝サピエガ氏は、「一つ

の地雷を除去することが一

つの命を救う」と訴えた。

ドキュメンタリープロジェ

クト「One Mine One Life」
提唱者であり、国際社会へ

の発信を続けている。

ドキュメンタリー

《Echoes in Silence》を通
して、私たちは元アメリカ

軍将校が Cambodia で地雷

除去活動を支援し、

学校を建設してきた経験を

語りました。



Ukraine から来た代表団は、前線での経験を伝えてくれました。

「今回のCSW７０は、日本のICAインターナショナル文化交流協会との協力による９回目の代表
団参加です。私たちの使命は、現実を自分たちの声で伝え、国際社会との新たな連携を築くこと

です。戦争の中で、私たちの生きる権利は毎日脅かされています。しかし、それでも私たちは声

を上げ続けます」「私たちは爆撃の中で生活し、子どもたちは地下で学び、家族は引き裂かれてい

ます。それでも私たちは生きることをあきらめません」「私たちは強い。しかし、孤立していては

未来は守れません。世界中の女性との連帯が、いま最も必要なのです」



「戦争をするのは男たちです。女性は戦争を望みません。しかし、その影響を最も深く受けるのは

女性と子どもたちです」CSW７０で多くの悲しい言葉を聞きました。
そして、子どもたちから、戦争は始めません。日本から子ども達の幸せの象徴である鯉のぼりを広

げて日本代表団のSumikoは訴えました。
だからこそ子どもたちの未来を守るのは、私たち大人の責任です。

すべての子どもたちが夢をあきらめない社会をつくる！子どもたちの未来を守るために、日本から

できることを私たち自身がより積極的に⾏い、世界の女性と連帯していく必要があります。



戦争の痕跡は、時間によって簡単に癒されるものではありません。

ほんの一瞬の出来事であっても、その傷は長く土地と人々の人生に残り続けます。

戦争は命を奪うだけでなく、深い心理的な傷も残します。

しかし、現実であり重みのある数々の物語の中には、もう一つの力も見えてきます。

女性のリーダーシップ、草の根の組織、そして国境を越えた協力が、戦争によって引き裂かれた

社会を少しずつ修復しているのです。「女性が声を上げ続けること自体が、社会を変える力になる」

どんな困難の中でも声を上げ続けること自体が、社会を動かす⼒になっている。



ICAインターナショナ
ル文化交流協会の

活動が朝日新聞

SDGs  ACTION、
ニューヨークの日系新

聞、週刊NYにも掲載
されました。

https://www.asahi.com
/sdgs/article/16457193

https://www.asahi.com/sdgs/article/16457193


Thank you！！
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